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今年も“ちいさなおとなたち”にプレゼント 
『君の椅子』２００７年モデル決定！ 

「チーム･君の椅子」の学生ら（左端は磯田教授） 
2007年モデルを囲んで 

交通安全祈願祭の後行った交通安全啓発 

まちの話題が 
満
載
！ 

まちの出来事 

wn
ews

　
大
好
評
の
『
君
の
椅
子
』
２
０
０

７
年
モ
デ
ル
が
決
ま
り
ま
し
た
。
町

内
で
３
カ
月
検
診
を
終
え
た
赤
ち
ゃ

ん
に
、
５
月
第
２
週
か
ら
さ
っ
そ
く

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
始
め
る
予
定
。
さ
ら

に
評
判
を
呼
び
そ
う
で
す
。 

　
４
月
17
日
、
記
者
会
見
を
開
い
て

発
表
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
札

幌
在
住
の
家
具
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
伊
藤
千
織
さ
ん
（40）
、
製
作

は
町
内
で
工
房
・
宮
地
（
西
２
号
北

10
）
を
経
営
す
る
宮
地
鎮
雄
さ
ん
（46）
。 

椅
子
に
は
、
伊
藤
さ
ん
が
一
脚
ご
と

に
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
を
刻
み
込
み

ま
す
。 

　
『
君
の
椅
子
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

旭
川
大
学
大
学
院
の
磯
田
ゼ
ミ
（
磯     

　
　
　
　
　
　
　
田
憲
一
大
学
院
教

　
　
　
　
　
　
　
授
）
の
学
生
ア
イ

　
　
　
　
　
　
　
デ
ア
か
ら
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
こ
の
学

　
　
　
　
　
　
　
生
ア
イ
デ
ア
に
、

　
　
　
　
　
　
　
木
工
の
ま
ち
の
本

　
　
　
　
　
　
　
町
が
呼
応
し
て
実

　
　
　
　
　
　
　
現
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
は
剣
淵
町

　
　
　
　
　
　
　
も
賛
同
し
て
東
川
、

　
　
　
　
　
　
　
剣
淵
２
町
共
同
の

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
輪
が
広
が
り
始
め 

ま
し
た
。 

　
記
者
会
見
に
同
席
し
た
佐
々
木
智

雄
剣
淵
町
長
は
「
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た
い
」

と
意
欲
的
で
す
。 

　
「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
を
創
ろ
う

会
」
の
下
田
秀
樹
会
長
も
「
『
君
の

居
場
所
は
こ
こ
だ
よ
、
と
い
う
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
』
と
い

う
松
岡
町
長
の
言
葉
が
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
良

い
環
境
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う

思
い
は
同
じ
。
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
み
た
い
」
と
積
極
的
で

す
。 

 

春
の
交
通
安
全
祈
願
祭 

 

　
４
月
５
日
、町
交
通
安
全
協
会（
藤

田
裕
三
会
長
）
が
東
川
神
社
前
の
交

通
安
全
の
碑
前
で
、
春
の
交
通
安
全

祈
願
祭
を
行
い
、
無
事
故
千
日
達
成

に
向
け
て
気
持
ち
を
新
た
に
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

　
松
岡
市
郎
町
長
、
板
谷
重
徳
東
川

町
農
協
組
合
長
ら
、
合
わ
せ
て
約
80

人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
雪
解
け
と
と
も
に
道
路
は
走
り
や

す
く
な
り
、
車
は
ス
ピ
ー
ド
が
上
が 

 

り
が
ち
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で

町
内
を
訪
れ
る
車
や
観
光
客
も
増
え

て
い
ま
す
。
一
方
で
は
、
事
故
に
遭

う
危
険
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。 

出
席
者
は
、
自
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
る

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、

も
ら
い
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に「
家

庭
か
ら
、
地
域
か
ら
、
学
校
か
ら
、

職
場
か
ら
、
交
通
事
故
を
出
さ
な
い
」

と
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

　
町
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記
録
は
、
昨

年
８
月
５
日
以
来
、
６
２
７
日
（
４

月
23
日
現
在
）
継
続
し
て
い
ま
す
。 
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懇親総会風景 

いっぱいお友だちつくるぞ 
（幼児センター入所式） 

　東川中学校入学式 

東川小学校入学式　 

春
の
笑
顔
、
入 

学
シ
ー
ズ
ン 

 
　
町
内
の
学
校
、
各 

種
学
校
で
新
入
生
が 

希
望
の
第
一
歩
を
踏 

み
出
し
ま
し
た
。 

　
56
人
の
お
友
達
が 

入
学
し
た
東
川
小
で 

は
、
飯
森
修
校
長
か 

ら
「
お
友
達
を
い
っ 

ぱ
い
つ
く
っ
て
く
だ 

さ
い
」
と
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。 

　
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
の
対
面

を
終
え
、
先
生
か
ら
教
科
書
や
「
さ 

            

ん
す
う
せ
っ
と
」
、
学
習
予
定
表
、

黄
色
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
犯
ブ
ザ
ー

を
も
ら
っ
て
〝
ワ
ク
ワ
ク
〞
。
学
校

の
玄
関
前
で
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
、
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
い
い
顔

で
記
念
写
真
に
納
ま
り
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
笑
顔
で
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に

胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
年
の
新
入
所
（
園
）
児
、
児
童
、

生
徒
数
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
東
川
幼
児
セ
ン
タ
ー
　
　
56
人 

（
３
〜
５
歳
児
（
短
時
間
）
38
人
、

　
０
〜
２
歳
児
（
長
時
間
）
18
人
） 

●
東
川
小
　
　
　
　
56
人 

●
東
川
第
一
小
　
　
５
人 

●
東
川
第
二
小
　
　
３
人 

●
東
川
第
三
小
　
　
３
人 

●
東
川
中
　
　
　
　
89
人 

●
東
川
養
護
学
校
　
22
人 

（
小
学
部
６
、
中
学
部
12
、
高
等
部

　
２
、
訪
問
２
人
） 

●
東
川
高
校
　
　
　
80
人 

  

写
真
サ
ー
ク
ル
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
東
川
塾
」
が
懇
親
総
会 

               

　
写
真
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
「
フ
ォ
ー

ラ
ム
東
川
塾
」
（
香
川
慧
会
長
）
が

４
月
14
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
の
貸
し
別

荘
ケ
ビ
ン
で
今
年
の
総
会
、
懇
親
会

を
開
き
ま
し
た
。
写
真
を
通
し
て
東

川
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
フ
ァ
ン 

を
増
や
す
活
動
を
今
年
も
町
内
外
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
東
川
町
の
フ
ァ
ン
を
自
認
す
る
写

真
愛
好
家
が
集
ま
っ
て
活
動
が
始
ま

り
、
会
発
足
23
年
目
。
現
在
会
員
は

21
人
で
、
町
内
の
ほ
か
、
札
幌
、
旭

川
、
美
唄
、
豊
頃
な
ど
道
内
に
住
ん

で
い
る
方
ば
か
り
で
な
く
、
静
岡
市

内
在
住
の
方
も
。 

　
今
年
は
、
恒
例
の
写
真
展
（
町
文

化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
５
月
23
〜
６
月
４

日
）
の
ほ
か
、
移
動
写
真
展
（
ア
ル

テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
、
11
月
7
〜
19

日
）
、
東
神
楽
町
在
住
の
写
真
家
、

後
藤
昌
美
氏
を
講
師
に
招
い
て
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
東
川
写
真
塾
で
写

真
講
座
（
９
月
20
〜
22
日
、
天
人
峡

温
泉
・
ホ
テ
ル
敷
島
荘
）
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。 

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
希
望
、

入
会
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
、
香
川
さ

ん
（
☎
82
―
３
０
１
０
）
へ
。 
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まちの話題が 
満
載
！ 

まちの出来事 

wn
ews

おしゃれなドイツ風外観のたたずまい 特別室 

バーベキュールーム 

旭
岳
温
泉
に
ホ
テ
ル
＆
ス
パ 

「
ラ
ビ
ス
タ
大
雪
山
」
開
業 

 

　
４
月
下
旬
、
旭
岳
温
泉
に
新
し
い

ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
＆
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
「
ラ
ビ
ス
タ

大
雪
山
」
（
蝦
名
裕 

支
配
人
）
。
本
格
的 

な
ド
イ
ツ
風
山
岳
リ 

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
す
。 

　
学
生
寮
、
ビ
ジ
ネ 

ス
ホ
テ
ル
な
ど
経
営 

の
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ 

ン
ス（
東
京
、石
塚
晴 

久
代
表
取
締
役
会
長
） 

が
旧
旭
岳
パ
ー
ク
ホ 

テ
ル
跡
地
に
建
設
し 

ま
し
た
。 

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー 

ト
造
り
地
下
１
階
、 

地
上
５
階
建
て
延
べ 

約
６
９
０
０
平
方
㍍ 

（
85
室
、
２
１
５
人 

収
容
）
、
総
事
業
費 

約
18
億
円
で
建
設
し 

ま
し
た
。 

　
ゆ
っ
た
り
と
心
地 

よ
く
心
身
を
癒
せ
る 

設
備
が
整
っ
て
い
ま 

す
。
大
浴
場
「
モ
ム 

ニ
の
湯
」
（
ア
イ
ヌ
語
で
流
木
の
意
）

は
、
ひ
の
き
風
呂
の
内
湯
と
外
湯
に

寝
湯
、
岩
風
呂
の
構
成
。
貸
し
切
り

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
風
呂
と
し
て
岩
風
呂
、

レ
ン
ガ
風
呂
、
五
右
衛
門
風
呂
も
あ

り
ま
す
。
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
に
対
応
す
る
エ
ス
テ
コ

　
　
　
　
　
ー
ナ
ー
も
完
備
し
て
い

　
　
　
　
　
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
和
洋
室
24
室
（
ツ
イ

　
　
　
　
　
ン
ベ
ッ
ド
）
、
ト
リ
プ

　
　
　
　
　
ル
23
室
（
シ
ン
グ
ル
３

　
　
　
　
　
ベ
ッ
ド
）
の
32 
平
方
㍍

　
　
　
　
　
客
室
が
中
心
で
す
。
ほ

　
　
　
　
　
か
に
56
平
方
㍍
の
特
別

　
　
　
　
　
室
（
ダ
ブ
ル
と
シ
ン
グ

　
　
　
　
　
ル
の
２
ベ
ッ
ド
と
６
畳

　
　
　
　
　
和
室
）
、
22
平
方
㍍
の

　
　
　
　
　
シ
ン
グ
ル
10
室
（
ダ
ブ

　
　
　
　
　
ル
ベ
ッ
ド
）
な
ど
と
い

　
　
　
　
　
う
部
屋
構
成
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し

　
　
　
　
　
て
、
黄
金
週
間
後
６
月

　
　
　
　
　
16
日
の
山
開
き
前
ま
で
、

　
　
　
　
　
通
常
よ
り
１
万
円
割
引

　
　
　
　
　
で
宿
泊
で
き
る
町
民
特

　
　
　
　
　
別
優
待
を
行
う
と
い
う

　
　
　
　
　
こ
と
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
旭
岳
温
泉
地
区
の
宿

　
　
　
　
　
泊
施
設
は
、
平
成
15
年 

            

開
業
の
ホ
テ
ル
・
ベ
ア
モ
ン
テ
以
来
、

４
年
ぶ
り
10
軒
目
で
す
。 

 「
桜
街
道
を
つ
く
ろ
う
」ク
ラ

フ
ト
街
道
で
住
民
が
植
樹 

 

　
キ
ト
ウ
シ
地
区
に
桜
並
木
を
―
と

「
キ
ト
ウ
シ
を
桜
並
木
に
す
る
会
」

（
大
箭
利
明
代
表
）
が
４
月
29
日
、

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
２
５
０
本

（
３
年
生
、
樹
高
約
２
・
５
㍍
）
を

植
樹
し
ま
し
た
。
「
将
来
、
桜
見
物

客
で
あ
ふ
れ
る
見
事
な
並
木
道
に
」

と
夢
を
広
げ
て
い
ま
す
。 

　
上
岐
登
牛
集
会
場
裏
広
場
で
開
い

た
植
樹
祭
に
は
、
約
40
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
苗
木
は
、
昨
年
度
（
財
）

日
本
さ
く
ら
の
会
（
東
京
、
会
長
・ 

 

河
野
洋
平
衆
議
院
議
長
）
か
ら
寄
贈

を
受
け
ま
し
た
。網
走
郡
大
空
町（
旧

東
藻
琴
村
）
で
育
っ
て
い
る
の
で
寒

さ
に
強
い
も
の
で
す
。
北
海
道
さ
く

ら
の
会
、
北
海
道
森
と
緑
の
会
か
ら

も
関
係
者
が
出
席
。
松
岡
市
郎
町
長

と
と
も
に
く
わ
入
れ
し
、
立
派
な
並

木
道
に
育
つ
よ
う
願
い
を
込
め
ま
し

た
。 

　
会
は
、
今
回
の
寄
贈
を
受
け
て
ク

ラ
フ
ト
街
道
沿
い
の
木
工
家
ら
が
立

ち
上
げ
、
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
、
上
岐
登
牛
行
政
区
（
菅
沼
久
夫

区
長
）
の
住
民
ぐ
る
み
で
桜
並
木
を

育
て
る
活
動
に
盛
り
上
げ
た
い
、
と

夢
を
広
げ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
は
、
平
成

５
年
度
以
来
、
東
小
、
第
一
小
、
第

二
小
、
開
拓
百
年
記
念
の
森
公
園
に

延
べ
約
８
０
０
本
の
苗
木
寄
贈
を
受

け
て
い
ま
す
。 

   

苗
木
を
植
樹
し
た
大
箭
会
長
ら 
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INFORMATION

写
真
の
町
事
業
決
算
報
告 

総
額
２
９
１
９
万
円
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

58,150千円 

企業協賛金 
19,655千円　33%
企業協賛金 

19,655千円　34%

大会費 
14,211千円 
56%

事務局・広報費 
4,347千円　17%

審査会費 
2,090千円　8%

事業積立金 
4,500千円　18%

大会費 
14,211千円 
56%

事務局・広報費 
4,347千円　17%

審査会費 
2,090千円　8%

事業積立金 
4,500千円　18%

次期繰越金 
200千円　1%

写真関係事業 
10,564千円 
45%

町民関係事業 
4,875千円　21%

事務費 
2,850千円　12%

広告宣伝費 
2,745千円　12%

写真関係事業 
10,564千円 
45%

町民関係事業 
4,875千円　21%

事務費 
2,850千円　12%

広告宣伝費 
2,745千円　12%

事業積立金 
1,000千円　4%

次期繰越金 
1,501千円　6%

雑入 
397千円　1%

繰越金 
1,738千円　3%

事業積立金 
5,920千円　10%
事業積立金 

5,920千円　10%

東川町補助金 
17,800千円　31%
東川町補助金 

17,800千円　31%

団体負担金 
3,100千円　5%

財団等補助金 
9,540千円　17%
財団等補助金 
9,540千円　16%

写真の町 
実行委員会 
23,535千円 

写真甲子園 
実行委員会 
25,348千円 

海外作家 
コレクション展 
9,267千円 

写真の町 
実行委員会 
23,535千円 

写真甲子園 
実行委員会 
25,348千円 

海外作家 
コレクション展 
9,267千円 

H18年度写真甲子園実行委員会＜内訳＞ 

展覧会費 
6,027千円 
65%

広報宣伝費 
1,142千円　12%

事務費 
1,086千円　12%

内覧会費 
710千円　8%

企画制作費 
302千円　3%

展覧会費 
6,027千円 
65%

広報宣伝費 
1,142千円　12%

事務費 
1,086千円　12%

内覧会費 
710千円　8%

企画制作費 
302千円　3%

東川賞海外作家コレクション展＜内訳＞ 

H18年度写真の町実行委員会＜内訳＞ H18年度写真の町関連事業　支出 

                      

写
真
の
町
事
業
の
決
算 

 

　
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
・
写
真
の
町
事

業
の
平
成
18
年
度
決
算
が
各
実
行
委

員
会
で
承
認
に
な
り
ま
し
た
。 

　
メ
ー
ン
の
「
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
」

「
写
真
甲
子
園
」
に
加
え
、
昨
年
６

月
に
東
京
都
写
真
美
術
館
で
開
催
し 

      

　
　
　
　
　
　
　
た
「
東
川
賞
海
外

　
　
　
　
　
　
　
作
家
コ
レ
ク
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
ン
展
」
を
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
た
、
総
事
業
額
は

　
　
　
　
　
　
　
５
８
１
５
万
円
と

　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
・
助
成

　
　
　
　
　
　
　
金
、
企
業
協
賛
金

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
、
支
援
を
い

　
　
　
　
　
　
　
た
だ
い
た
総
額
は

　
　
　
　
　
　
　
２
９
１
９
万
円
を

　
　
　
　
　
　
　
超
え
、
そ
の
他
は

　
　
　
　
　
　
　
団
体
負
担
金
と
町

　
　
　
　
　
　
　
費
等
で
賄
わ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
町
支
出
額
は
１

　
　
　
　
　
　
　
７
８
０
万
円
で
、

　
　
　
　
　
　
　
総
額
の
31
％
と
な

り
、
こ
の
中
に
は
「
ど
ん
と
こ
い
祭

り
」「
て
っ
ぺ
ん
ま
つ
り
」、「
文
化
ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
企
画
展
経
費
」
な
ど
、

約
５
４
０
万
円
の
支
出
を
含
ん
で
い

ま
す
。 

 

H18年度写真の町関連事業 収入総額 
（写真の町・写真甲子園・コレクション展事業） 
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INFORMATION
     

就
任
の
ご
挨
拶 

　
　
　
東
川
町
副
町
長 

　
　
　
（
総
務
、
福
祉
部
門
担
当
）   

　
　
　
　
合
　
田
　
　
　
博 

     

　
こ
の
度
、
栄
東
前
副
町
長
の
ご

勇
退
に
伴
い
、
浅
学
非
才
の
身
を

顧
み
ず
、
総
務
・
福
祉
担
当
の
副

町
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

　
今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
国
が
求
め
る
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
を
行
う
た
め
、
地
方
も
自

立
に
向
け
た
行
政
改
革
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
本
町
に
お
い
て
も
今
後
、
益
々

厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る
財
政
運
営

の
中
で
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
は
じ
め
、
商
工
業
、
観
光
の
振

興
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
や
子
育
て

支
援
対
策
な
ど
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
大
き
な
課
題
が
山

積
す
る
中
で
、
自
主
・
自
立
し
た

町
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
考
え

ま
す
と
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛 

     

感
し
て
お
り
ま
す
。 

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
最
大
限
の
努
力
を
い
た
す
決

意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
指
導
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。 

  
就
任
の
ご
挨
拶 

　
　
　
東
川
町
副
町
長 

　
　
　
（
産
業
、
建
設
部
門
担
当
） 

　
　
　
　
長
　
原
　
　
　
淳 

     

　
こ
の
度
、
前
副
町
長
の
ご
勇
退

に
伴
い
、
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ

り
ま
す
が
、
主
に
産
業
・
建
設
部

門
を
担
当
す
る
副
町
長
の
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
日
の
東
川
町
に
お
い
て
も
、

地
方
の
疲
弊
が
一
段
と
進
む
な
か
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
始
め
と

し
て
、
商
業
、
観
光
業
、
木
工
業

の
い
ず
れ
も
が
総
じ
て
低
迷
傾
向

を
脱
し
得
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
人
口
も
徐
々
に
は
増 

加
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
こ
と
は
確
実
で
あ

り
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
か

し
た
、
特
に
「
清
ら
か
な
水
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
若
者
が
集
う
個

性
的
な
町
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
地
方
行
政
は
行
財
政
改

革
や
産
業
の
振
興
、
そ
し
て
福
祉

や
少
子
高
齢
化
な
ど
益
々
大
き
な

課
題
が
あ
る
な
か
、
自
立
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
の
厳
し

さ
を
考
え
ま
す
と
あ
ら
た
め
て
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
こ
と
に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。 

  

お
礼
の
言
葉 

　
　
　
前
副
町
長
（
助
役
） 

　
　
　
　
栄
　
東
　
一
　
則 

     

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り
副

町
長
（
助
役
）
の
職
を
退
任
い
た

し
ま
し
た
。 

　
一
般
職
時
代
を
含
め
ま
す
と
、

実
に
39
年
間
の
長
き
に
亘
り
、
役 

 

場
職
員
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
産
業
課
・
税
務
課
・

総
務
課
・
企
画
調
整
課
・
議
会
事

務
局
を
経
験
し
、
最
後
の
４
年
間

は
、
副
町
長
（
助
役
）
の
重
責
を

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
多

く
の
町
民
の
皆
様
と
接
し
、
交
流

す
る
中
で
、
皆
様
か
ら
多
く
の
事

を
学
び
、
体
験
し
、
少
し
は
成
長

さ
せ
て
頂
い
た
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

　
町
づ
く
り
の
た
め
に
頂
き
ま
し

た
住
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
厚
情
、

ご
支
援
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
今
、
時
代
は
、
高
度
成
長
時
代

か
ら
低
成
長
時
代
へ
と
変
遷
し
、

私
共
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
も
一
変
し
ま
し
た
。
町
づ
く
り

も
役
場
主
体
の
町
づ
く
り
か
ら
、

住
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
町

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
特
に
、
自
立
し
た
町
づ
く
り
を

目
指
す
本
町
に
取
り
ま
し
て
は
、

町
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
の
皆
様

の
深
い
ご
理
解
と
参
加
が
何
よ
り

不
可
欠
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
今
後
共
、
明
る
く
元
気
な
町
づ

く
り
の
た
め
に
、
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
お
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

　
　
　
東
川
小
学
校
長 

　
　
　
　
飯
　
森
　
　
　
修 

     

　
こ
の
度
、
平
成
18
年
度
を
も
っ

て
閉
校
に
な
り
ま
し
た
上
川
町
立

東
雲
小
学
校
か
ら
転
勤
し
て
き
ま

し
た
。 

　
児
童
数
11
名
の
小
規
模
の
学
校

か
ら
の
転
勤
の
た
め
、
３
４
９
名

の
子
ど
も
達
と
の
始
業
式
で
の
出

会
い
で
は
、
数
の
多
さ
に
驚
き
と

同
時
に
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
子
ど

も
達
と
一
緒
に
生
活
で
き
る
喜
び

を
感
じ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
15
年
前
一
般
教
諭
の
時
、

お
世
話
に
な
っ
た
学
校
で
、
給
食

棟
以
外
は
以
前
と
同
じ
校
舎
で
す
。

古
く
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
達
は
元
気
に
明
る
く
生
活
し
て

い
ま
す
の
で
、
温
か
い
雰
囲
気
の

懐
か
し
い
校
舎
で
勤
務
で
き
る
幸

せ
も
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
と
て
も
素
直
で
、
人
な
つ
っ
こ

い
東
川
小
学
校
の
子
ど
も
達
が
安

心
・
安
全
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

学
校
づ
く
り
を
今
年
度
も
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
や
保
護
者
の
皆
様
、

関
係
各
機
関
の
皆
様
方
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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大雪地区広域連合 
INFORMATION

会　　計 

97,821 

218,104 

391,768 

380,918 

1,088,611

前年比（％） 
うち東川町負担額 

（万円） 

合　　計 

老人保健特別 
会計 

国民健康保険 
特別会計 

介護保険 
特別会計 

一般会計 

金額（万円） 

106.1 

102.9 

111.3 

97.5 

104.0

3,090 

8,848 

6,626 

8,791 

27,355

大
雪
地
区
広
域
連
合 

平
成
19
年
度
予
算
の
概
要 

 
　
平
成
19
年
第
１
回
大
雪
地
区
広
域

連
合
議
会
が
３
月
28
日
、
美
瑛
町
の

大
雪
消
防
組
合
で
開
か
れ
、
一
般
会

計
と
介
護
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
な
ど
３
特
別
会
計
の
４
会

計
に
つ
い
て
19
年
度
予
算
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。 

 

〈
総
括
〉 

　
住
民
福
祉
の
視
点
と
事
務
の
効
率

化
の
２
点
を
基
調
と
し
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
創
設
に
伴
う
事
務
処
理

の
準
備
事
務
、
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

事
業
の
継
続
、
平
成
20
年
度
か
ら
保

険
者
に
義
務
付
け
さ
れ
ま
す
特
定
健

診
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
　
　 

　
平
成
19
年
度
広
域
連
合
の
予
算
総

額
は
、１
０
８
億
８
６
１
１
万
円（
特

別
会
計
繰
出
金
を
除
く
実
質
は
１
０

０
億
３
８
６
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

（
表
１
） 

 

〈
一
般
会
計
〉 

　
議
会
費
、
派
遣
職
員
の
人
件
費
、

一
般
管
理
費
等
の
経
費
、
障
害
程
度

区
分
認
定
審
査
会
経
費
と
、
平
成
20
 

年
４
月
か
ら
始
ま
る
北
海
道
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

〈
介
護
保
険
特
別
会
計
〉 

　
大
き
く
３
つ
に
分
か
れ
、
認
定
調

査
等
に
係
る
一
般
管
理
費
等
の
経
費
、

介
護
認
定
審
査
会
に
係
る
経
費
、
保

険
給
付
に
係
る
経
費
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
要
介
護
認
定
は
、
５
人
体
制
の
４

つ
の
合
議
体
、
20
名
の
審
査
会
委
員

に
よ
っ
て
毎
週
１
回
審
査
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
料
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
20
年
度
を
１
期
と
す
る
第
３

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画
的
に
進

め
ま
す
。（
第
４
段
階
で
あ
る
標
準
的

な
年
額
保
険
料
は
５
万
２
千
円
（
月

額
４
３
３
３
円
）
で
す
） 

　
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
転
換
を

図
っ
た
２
年
度
に
あ
た
り
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
地
域
支

援
事
業
の
実
施
等
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。 

 

〈
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
〉 

　
３
町
の
被
保
険
者
に
係
る
必
要
な 

保
険
給
付
費
を
見
込
み
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
１
人
あ
た
り
の
保
険

料
の
額
に
つ
い
て
は
、
３
月
の
当
初

予
算
の
段
階
で
は
、
所
得
の
申
告
が

終
わ
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
具

体
的
な
計
算
を
ま
だ
行
え
な
い
状
況

で
す
。
医
療
費
適
正
化
特
別
対
策
事

業
、
収
納
率
向
上
対
策
特
別
事
業
、

平
成
18
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
を
本
年
度

も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
医
療
制
度
改
革
が
進
む
中
、
平
成

20
年
度
か
ら
保
険
者
に
特
定
健
診
及

び
特
定
保
健
指
導
が
義
務
化
さ
れ
る

た
め
、
国
が
定
め
る
特
定
健
診
等
基

本
指
針
に
基
づ
き
、
国
保
の
保
険
者

と
し
て
特
定
健
診
等
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
す
。 

 

〈
老
人
保
健
特
別
会
計
〉 

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
同
様

に
３
町
の
被
保
険
者
に
係
る
必
要
な

保
険
給
付
費
を
見
込
み
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。 

　
老
人
保
健
事
業
は
、
現
在
制
度
改

正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
14
年
10

月
か
ら
70
歳
以
上
対
象
で
あ
っ
た
も

の
が
、
１
歳
ず
つ
対
象
年
齢
が
引
き

上
が
り
、
５
年
間
か
け
て
75
歳
ま
で

引
き
上
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

本
年
10
月
１
日
で
経
過
措
置
が
終
了

し
、
平
成
19
年
10
月
か
ら
受
給
者
が

増
加
し
て
い
き
ま
す
。 

　
大
雪
地
区
広
域
連
合
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
大
雪
地
区
広
域
連

合
事
務
局
（
東
川
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
☎
82
―
２
１
１
１
（
内
線
５

６
１
、
５
６
３
） 

（表1） 
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海道知事選挙及び 
北海道議会議員選挙投開票結果 

INFORMATION

　4月8日（日）に行われた北海道知事選
挙及び北海道議会議員選挙の投開票結
果は次のとおりです。 

投票率 
北海道知事選挙………63.33％ 
北海道議会議員選挙…63.11％ 

　北海道知事選挙は、町内全体で前回
選挙のあった平成15年の投票率を4.9％
上回る63.33％となりました。 
　また、同日に行われた北海道議会議
員選挙についても、平成15年の投票率
を4.81％上回る63.11％となり、前回の
選挙よりも高い投票率となったものの、
依然として低い投票結果となりました。 
　開票は即日開票で午後9時から役場大
会議室で行い、午後10時00分に開票結
果がでました。各候補者の得票結果は
次のとおりです。 

2,928 

3,241 

6,169

1,901 

2,006 

3,907

1,027 

1,235 

2,262

64.92 

61.89 

63.33

北海道知事選挙投票結果 

区分 

男 

女 

計 

選挙当日の選挙人 
名簿登録者数（人） 

選挙当日の 
有権者数（人） 

投票者数 
（人） 

棄権者数 
（人） 

投票率 
（％） 

2,993 

3,320 

6,313

2,924 

3,241 

6,165

1,890 

2,001 

3,891

1,034 

1,240 

2,274

64.64 

61.74 

63.11

道議会議員選挙投票結果 

区分 

男 

女 

計 

選挙当日の選挙人 
名簿登録者数（人） 

選挙当日の 
有権者数（人） 

投票者数 
（人） 

棄権者数 
（人） 

投票率 
（％） 

2,993 

3,320 

6,313

知事・道議会議員候補者別得票数 

当・落 

 

当 

【知　事】 

候 補 者 氏 名 
（届出番号順） 

年齢 党　派 東川町開票区 
得票数（票） 

全道得票数 
（票） 

宮内　さとし 

高橋　はるみ 

荒井　さとし 

43 

53 

60

日本共産党 

無所属 

無所属 

233 

2,483 

1,178

184,969.708 

1,738,569.000 

981,994.184

当・落 

当 

 

当 

当 

【道　議】上川支庁所管区域 

候 補 者 氏 名 
（届出番号順） 

年齢 党　派 東川町開票区 
得票数（票） 

上川支庁所管区域 
得票数（票） 

たけうち 英順 

たぶち 　洋一 

本間　 　　勲 

北口 ゆうこう 

47 

56 

62 

50

自由民主党 

自由民主党 

無所属 

民主党 

1,559 

683 

422 

1,133

23,644 

13,931 

23,015 

27,454

　役場で行う工事等の入札および工事・業務発注 
結果をお知らせします。今回は、平成19年4月11 
日に実施した結果です。お問い合わせは、都市建 
設課管理係（☎82－2111）まで。 

平成19年 
4月11日 

予定価格 
(円）税込 

契約 
方法 

入　札 
執行日 

工事名 区分 請負業者 
請負価格 
(円）税込 

1,533,000
西10号南道路 
横断函渠設置 
工事 

工事 
松井組 
工建㈱ 

1,417,500 入札 

12,285,000
特環下水道西 
部処理区管渠 
新設工事 

工事 
藤田建設 
工業㈱ 

13,051,500 入札 

北 

札及び工事・業務発注 
結果のお知らせ 入 

●今後発注を予定している250万円以上の建設工事です。 
平成19年度　公共工事発注見通し一覧表 

種　別 工　　事　　名 場　　所 概　　要 入札及び契約方法 予　定 
入札月 

西３号南１丁目道路改良 
工事 南町3丁目 道路改良　L=110m 

W=5.5+両2.0m

西２号西１丁目道路改良 
工事 南町4丁目 道路改良　L=70m 

W=5.5×両2.0m

地域用水補完ハード事業 
大雪遊水公園整備工事 東9号北1番地 盛土工　1式 

自然石護岸工　1式 

幼児センター一時保育室 
空調設備設置工事 西4号北8番地 空調設備設置 2ヶ所設置 

役場庁舎議場窓部改修工事 東町1丁目 

7月上旬～10月下旬 道々旭川旭岳温泉線歩道 
景観施設整備工事 北・西町2丁目 ブロック舗装　L=151m

住宅用防災警報器設置事業 町内一円 住宅用防災警報器1024個 

東・南町2丁目 
北・西町2丁目 デザイン照明灯設置　21本 道々旭川旭岳温泉線歩道 

照明灯設置工事 

地域用水補完ハード事業 
北第１支線用水路景観施 
設整備工事 

西5号北7番地 景観施設　L=206m

北１線道路改良工事 北町2丁目 道路改良　L=211m 
W=5.5+2.5m(7.5)

土木 

土木 

土木 

建築 

建築 

土木 

建築 

電気 

土木 

土木 

土木 
地域用水補完ハード事業 
東８号北幹線用水路蓋設 
置工事 

東8号北5･6番地 コンクリート蓋 
設置　L=300m

8月 

8月 

8月 

7月 

7月 

6月 

6月 

6月 

6月 

5月 

5月 

予　定　工　期 

8月下旬～11月下旬 

8月下旬～11月下旬 

8月下旬～12月上旬 

7月中旬～8月中旬 

7月下旬～9月下旬 

7月上旬～1月下旬 

6月下旬～10月下旬 

6月上旬～8月下旬 

5月下旬～8月下旬 

5月下旬～8月下旬 

指名競争入札 

指名競争入札 

指名競争入札 

指名競争入札 

指名競争入札 

随意契約 

指名競争入札 

指名競争入札 

随意契約 

指名競争入札 

指名競争入札 

平成19年5月1日現在 
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N E T   W O R K

　町教委では、この「情報ネットワーク」
を通して、町民の方々が生涯学習を進
めていくための学習、研修、健康づく
りに関する情報を提供しています。 
　また、町民の皆さまの希望や意見を
伝えるページとしても活用したいと考
えています。こんなサークルを作りた
い、また参加してみたい、こんな学習
資料、指導者の情報を提供してほしい、
こんな事業を計画してほしいなど、広
く取り上げていきたいと思いますので、
どしどしご意見・ご希望をお寄せくだ
さい。 
連絡先／右記の各施設担当までお願い
します。 

相 談 日  
時　　間 
相談要項 
専用電話 

随時（土・日・祝日を除く） 
午前8時30分～午後5時30分 
電話相談（来室可） 
☎８２－４２２５ 

5月の教育相談 

生涯学習 

０歳からのおはなし会 

 にちじ：５月31日(木) 午前10：30～11：30 
 ばしょ：文化交流館　絵本ルーム 
 
 　絵本の読み聞かせと手遊びなどで楽しく過 
 ごしましょう！ 
 　後半は、親子で自由に絵本を楽しんだり、 
 参加者同士の交流にしたいと思っています。 
 ☆年齢に関係なく、どなたでも参加できます。 
 （会費無料、申し込み不要） 

お問い合わせは 
「おはなしの会ピッピ」 
向　坊　☎82-5315 
三戸部　☎82-5278

　一人でも多くの町民の皆さまが色々なスポーツを楽しまれますよう、ご案内申し上げます。 
（行事等により利用できない場合がありますことをご了承ください) 

 体　育　館 
一般開放 

　毎週月・木曜日（午後7時～9時）・土曜日（午後５時～９時）・日曜日（午前9時～午後9時） 

※いずれも午後8時45分には競技を終了し午後9時までに退館してください。その他行事等 
　により利用できない場合があります。なお、昼間でも使用していない日時がありますので、 
　気軽にお問い合わせください。 

 錬　成　館　海洋センターにお問い合わせ願います。 
 町民運動公園　グラウンド 
期　間　5月2日～　（照明使用期間　5月2日～10月31日） 

用　途　野球・ソフトボール2面、陸上（400mトラック）、本部席 

使用料　町民・町外等、各種設定のため海洋センターにお問い合わせ願います。 

ナイター照明料　半点灯2,200円　全点灯3,700円（町民） 
（１時間）　　　半点灯3,700円　全点灯4,800円（町外） 

 テニスコート 
期　間　5月2日～10月31日　 

ナイター照明　1時間 300円（町民）、1時間400円（町外) 

 プール　　　　　 
期　間　6月1日～9月30日　※期間中は休みません。 

時　間　午前9時～午後9時迄　(午後8時45分にはプールから上がり退出してください) 
　　　　（午後8時から同8時45分は一般の方だけの利用になります） 

注　意　幼児・小学生低学年は、必ずプールに入れる保護者が同伴してください。 
　　　　学校授業･水泳教室・少年団などのため、一般の方の使用を制限する場合があります。 
　　　　ビート板以外の水泳用具は貸し出しておりません。 
　　　　体調の悪い方･感染病を持っている方･切り傷のある方は、利用できません。 

 使用料　（個人・団体使用）は町民・町外など各種設定しています。海洋センターにお問い合わせください 

 お問い合わせ　東川町B&G海洋センター　　電話82－4600　FAX82－4607 

 パ－クゴルフ場　◎親水河川公園パークゴルフ場（忠別川河川敷）期間　4月  3日～11月18日予定 
 　　　　　　　　◎キトウシパークゴルフ場　　　　　　　　　　期間　4月11日～11月18日予定 
 　　　　　　　　◎大雪遊水公園パークゴルフ場（東８号）　　　期間　5月  1日～10月末日 
　　　　　　　　（コース状況により日程が変更になる場合がありますのでご了承下さい） 

 お問い合わせ　㈱東川振興公社（キトウシ森林公園内物産センター）　電話82－2632 

 

平成19年度町内体育施設のご利用案内 平成19年度町内体育施設のご利用案内 

文化ギャラリー 
TEL 82-4700

海洋センター 
TEL 82-4600

「行ってきます　今日も一日　笑顔です」 
（小学生の部　第一小　6年　千田　唯） 

「みんなでつくろうあったか」標語 
（平成18年度入選作品） 

優秀賞 

文化ギャラリー展示案内 
 
●4月18日(水)～5月7日(月) 
☆広田尚敬・広田泉　写真展 
　鉄道写真 
　～二本のレールが語ること～ 
☆写真の町子供たち写真展 
 
●5月9日(水)～5月21日(月) 
☆東川賞海外作家コレクション展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　東川賞海外作家コレクション展 
　第６回東川賞海外作家賞 
　グラシエラ・イトゥルビーデ 
　＜フチタンの女たち＞より 
 
●5月23日(水)～6月4日(月)  
☆第11回フォーラム東川塾写真展 
☆フォトきらめき会員展‘07 
☆第9回ひかりクラブ写真展 

平成19年度東川町郷土館・明治の家開館案内 

＊開館日以外であっても、希望がある場合は開館します。 

郷土館 

明治の家  
＊開館日は設定しませんが、希望がある場合は開館します。 
★お問い合わせ 
　東川町教育委員会　生涯学習課（農村環境改善センター内）　☎82－2111

5月 
土 
5 
12 
19 
26

6月 
土 
2 
9 
16 
23 
30

 
火 
3 
10 
17 
24 
31

7月 
水 
4 
11 
18 
25 
 
 

 
木 
5 
12 
19 
26 
 

 
金 
6 
13 
20 
27 
 

 
土 
7 
14 
21 
28

 
日 
1 
8 
15 
22 
29

 
月 
 

9月 
土 
1 
8 
15 
22 
29

10月 
土 
6 
13 
20 
27

11月 
水 
3

 
火 
 
7 
14 
21 
28

8月 
水 
1 
8 
15 
22 
29

 
木 
2 
9 
16 
23 
30

 
金 
3 
10 
17 
24 
31

 
土 
4 
11 
18 
25

 
日 
 
5 
12 
19 
26

 
月 
 

１．開館時間　10時～16時 
２．開  館  日　（7月・8月は月曜日が休館日となります）  

休
館
日 

休
館
日 

　文部科学省所管の（財）国
際青少年研修協会は、平成19
年度夏休み海外派遣事業の参
加者を募集しています。 
　対象は小学校３年生から高
校３年生。夏休み中に海外短
期ホームステイ、ボランティ
ア活動、文化交流、学校体験、
英語体験を通じて交流を広め、
国際性を高めてもらうことを
目的にしています。 
　派遣先は、米国、英国、オ
ーストラリア、カナダ、シン
ガポール、サイパン、カンボ
ジア、フィジー、韓国、中国
の10カ国。 
　参加費用は、16万５千円か
ら49万８千円まで（共通経
費は別）。締め切りは６月上旬
から中旬（事業によって異なり
ます）。 
　問い合わせ、資料請求は、
〒160－0004 
東京都新宿区四谷2－11 
　　　　　　　大村ビル３階 
（財）国際青少年研修協会　
　　　☎03－3359－8421

（財）国際青少年研修協会 
夏休み海外派遣事業・
参加者募集 

各種大会成績 
【柔道】 
◆第12回神居大会定期対抗戦
団体優秀選手賞（４月18日、
神居中体育館） 
　長瀬　綾香（東川柔塾） 
 
【卓球】 
◆第１３７回春光大会（４月
４日、鷹栖総合体育館） 
　佐藤　大輔（東川中）＝５
部１位 

◆小・中学生学年別シングル
ス大会（3月31日、旭川市総
合体育館） 
　住友　巧（東川卓球少年団）
＝４年生以下２位 
　袴田　真太郎（東川卓球少
年団）＝５年生２位 
　斉藤　拓也（ピンポンＰａ
ｎ旭川）＝６年生の部１位 
　和田　直樹（同）＝同２位
　栗林　航太（東川卓球少年
団）＝同３位 
　佐藤大介（東川）＝同中学
１年生男子の部２位 
　青木　美優（同）＝同女子
の部１位 
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Celebrating Mothers

   As a teenager, my mother and I often argued. At the time, 
my teenage self was convinced that she was plotting an evil 
scheme against me. Why was I not allowed to stay up late on 
school nights, why was my curfew the unreasonable hour of 
midnight on weekends, and why did she insist that I eat my 
broccoli? All of these things and more contributed to our 
battles. Until I understood the significance of my mother's 
role, I could not understand her actions. 
   Mothers are amazing women - they are "Superwomen", if 
you please. Mothers carry the burden of the world on their 
shoulders, as they work in and outside of the home, care for 
children, cook meals, and support their husbands. Sadly, the 
significance of these strong women's roles is often forgotten. 
For these reasons and more, Canada celebrates Mother's Day 
every May, on the second Sunday of the month. It is the one 
day where motherhood is honored - be it your mother, 
grandmother, aunt, or female friend - all mothers are given a 
day of relaxation, while their families do all the work. 
   However, one day is not enough! Everyday is an opportunity 
to appreciate one's mother and ease her workload, either by 
cooking dinner one night, or washing our own clothes. Any act 
that makes her life easier is worthwhile - because mothers are 
amazing and fabulous women who deserve our love and 
support!

　十代の頃、母とよくけんかしました。その頃、母は私

にゼッタイ悪意があると思っていました。平日は夜更か

し禁止だし、週末でも門限は12時。おまけに、とにかく

ブロッコリーを食べなさい、と言う。なんでーって思い

ました。あれこれいろんなことが、よくけんかの種にな

りました。でもそれも母親という役割の大切さがわかる

までのことでした。 

　母親というのは本当にスーパーウーマン！世界中の重

荷をその肩に、家庭の中でも外でも働く。おまけに子供

の世話や食事作りや夫へのサポート。ところが、悲しい

かなこんなにもタフに頑張る女性の大切さは忘れられが

ちです。だからこそ、カナダでは毎年５月の第２日曜日

に母の日を祝うのです。母であれ祖母であれ、いや叔母

でも友人でもすべての女性に敬意を表する日です。この

日は家族が家事をこなして、母たる人は一日のんびりし

ます。 

　でも、一日では足りません。毎日が母の日です。たま

に夕食を作ったり、自分の服は自分で洗濯したりして、

負担を減らしてあげましょう。どんなことでもいいので

す。だって母たるものわれらの愛とサポートを受けるに

値するすばらしい女性なのですから！　　（訳：宮地昌子） 

母をたたえる 

英語指導助手 
アシュリー・ペトゥルッチ 

           

　
持
っ
て
生
ま
れ
た
脳
に
は
そ

れ
ほ
ど
差
が
無
い
、
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。 

　
で
は
、
学
力
差
は
ど
こ
か
ら

来
る
の
で
し
ょ
う
。 

　
英
語
の
授
業
で
は
ま
ず
生
徒

全
員
が
立
っ
て
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
質
問
に
答
え

た
生
徒
か
ら
座
れ
ま
す
。
質
問

は
「
昨
夜
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た

か
」
な
ど
習
っ
た
表
現
ば
か
り
。

ハ
イ
！
ハ
イ
！
と
勢
い
よ
く
手

が
挙
が
り
ま
す
。そ
し
て
、答
え

も
元
気
良
くY

es, I d
id
.

合
格
！

座
っ
て
よ
し
！
こ
こ
ま
で
は
英

語
の
授
業
と
し
て
は
順
調
で
す
。

で
も
思
う
の
で
す
。
え
え
？
ほ

ん
と
に
？
中
学
生
が
平
日
の
夜

に
ゲ
ー
ム
や
る
暇
あ
る
の
？
と
。

と
こ
ろ
が
驚
く
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
生
徒
がY

es, I d
id
!

と
答
え
ま

す
。 

　
も
う
一
つ
人
気
の
質
問
が 

D
id you w

atch T
V
 last night? 

（
昨
夜
テ
レ
ビ
を
見
ま
し
た
か
）

で
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ

の
質
問
の
答
え
もY

es, I did!

が

花
盛
り
。
み
ん
な
嬉
々
と
し
て

答
え
て
く
れ
ま
す
。
う
ー
ん
。

私
だ
っ
て
テ
レ
ビ
は
見
ま
す
。

で
も
怖
く
て
聞
け
な
い
の
が「
何

時
間
見
た
の
？
」
で
す
。
教
育

再
生
会
議
の
メ
ン
バ
ー
、
陰
山

先
生
は
こ
う
言
い
ま
す
。
「
一

日
１
時
間
以
上
テ
レ
ビ
を
見
る

子
に
高
学
力
の
子
は
い
な
い
」

陰
山
先
生
の
先
輩
で
１
０
０
マ

ス
計
算
の
生
み
の
親
、
岸
本
裕

史
先
生
は
「
学
ん
だ
こ
と
を
定

着
さ
せ
る
た
め
に
は
再
生
的
学

習
を
、
そ
の
日
夜
寝
る
ま
で
に

や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
言
い
ま
す
。
岸
本
先
生
は
教

え
子
２
０
０
０
人
の
中
で
「
こ

の
子
は
違
う
」
と
思
う
程
で
き

た
の
は
た
っ
た
の
２
人
だ
そ
う

で
す
。
あ
と
は
、
み
ん
な
生
活

習
慣
の
違
い
。
や
っ
ぱ
り
忘
れ

る
前
に
も
う
一
度
や
る
、
こ
れ

に
つ
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
も
っ
と
も
こ
れ
を
書
い

て
い
る
横
で
、
今
日
は
日
ハ
ム

戦
だ
、
と
は
り
き
っ
て
い
る
息

子
を
ど
う
す
る
の
か
？
頭
の
痛

い
問
題
で
す
。 

英語学習指導員　宮地昌子の 

エイゴのマナビカタ 

第37回 

生活習慣病？ 
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暮らしの  
情 報 ボ ッ ク ス  
■東川町役場　　　　 
■改善センター（公民館） 
■文化交流館 
■文化ギャラリー 
■B&G海洋センター　
■町立診療所 
■大雪消防組合東川支署 
■道草館　　　　 

82-2111
82-3200
82-4245
82-4700
82-4600
82-2101
82-2310
68-4777

5月 

日　月　火　水　木　金　土  

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
20

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

7
14
21
28

6
13
20
27

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

6月 

日　月　火　水　木　金　土  

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

地
域
が
変
わ
り
ま
す 

　
　
　
―
町
内
３
地
域
で
新
組
織 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
自
治
推
進
室 

　
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
昨
年
、
各
地
域
（
中

央
を
除
く
）
に
つ
く
っ
た
「
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
検
討
委
員
会
」
の
中
か

ら
、
西
部
、
第
一
、
第
三
の
各
地
域
で

自
治
振
興
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
各
地

域
で
は
新
た
な｢

地
域
づ
く
り
計
画｣

も

出
来
、
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

 

　<

地
域
づ
く
り
計
画> 

　
町
は
、
昭
和
42
年
度
か
ら
５
年
を
一

期
間
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
平
成
19
年

度
ま
で
の
５
カ
年
計
画
に
沿
っ
て
お
り
、

本
年
度
中
に
来
年
度
か
ら
の
新
し
い
計

画
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。 

 

三
地
域
で
は
、
４
月
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に

｢

自
治
振
興
会｣

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。 

　
３
地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
自
治
振
興
会
の
事
務
局
長
が
常
勤

し
、
「
地
域
活
動
推
進
員
」
と
し
て
地

域
活
性
化
へ
の
活
動
に
力
を
振
る
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
第
二
地
域
で
は
現
在
、
組
織
の
設
立

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

中
央
地
域
で
は
公
民
館
分
館
と
市
街
地

振
興
会
の
区
域
が
異
な
っ
て
い
る
の
で

今
後
検
討
委
員
会
の
設
立
を
話
し
合
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
自
治
振
興
会
が
設
立
し
た
地
域
の
事

務
局
長
と
勤
務
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま 

で
を
基
本
に
常
勤
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

    

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
最
新

の
町
民
の
声
が
反
映
す
る
よ
う
に
、
昨

年
各
地
域
で
全
戸
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
今
年
２
月
、
そ
の
結
果
を
反
映

さ
せ
た
「
地
域
づ
く
り
計
画
書
」
を
町

に
提
出
し
ま
し
た
。
地
域
の
現
況
と
課

題
を
踏
ま
え
て
地
域
の
目
標
を
掲
げ
、

「
地
域
自
ら
取
り
組
む
計
画
」
「
地
域

と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
計
画
」「
行

政
で
取
り
組
む
計
画
（
要
望
）
」
に
分

け
て
、
行
政
依
存
型
か
ら
地
域
自
立
型

に
変
わ
る
体
制
づ
く
り
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。 

 

　<

地
域
組
織
の
強
化>

　 

　
今
ま
で
の
公
民
館
分
館
と
地
域
の
振

興
会
が
一
つ
の
組
織
に
な
っ
て
事
業
や

活
動
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
各
地
域

で
検
討
し
た
結
果
、
西
部
・
第
一
・
第 

●
西
部
自
治
振
興
会 

　
今
川
　
忠
光 

　
（
勤
務
日
　
　
火
・
木
・
土
曜
日
） 

●
第
一
自
治
振
興
会 

　
宮
野
　
義
弘 

　
（
勤
務
日
　
　
月
・
水
・
金
曜
日
） 

●
第
三
自
治
振
興
会 

　
清
水
　
英
男 

　
（
勤
務
日
　
　
月
・
水
・
金
曜
日
） 

 

自
衛
官
の
募
集 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
総
務
課
総
務
係

　
自
衛
官
２
等
陸
・
海
・
空
士
を
募
集

し
ま
す
。 

受
験
資
格
　 

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
19
年
４
月

１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子 

試
験
期
日
　
６
月
上
旬
予
定 

試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

（
旭
川
市
春
光
町
） 

 

締
め
切
り
　
５
月
下
旬 

入
隊
予
定
日
　
７
月 

お
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協

力
本
部
南
地
区
隊
☎
22
―
０
６
４
８
、 

役
場
企
画
総
務
課
☎
82
―
２
１
１
１
ま

た
は
募
集
相
談
員
の
小
野
利
昌
さ
ん

（
西
７
号
北
25
、
☎
82
―
３
７
３
７
）

ま
で
。 

 

特
設
人
権
相
談
日 

6
月
1
日
（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜
4
時 

社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室 

（
東
町
1
丁
目
7
番
14
号
） 

５月のこよみ 

憲法記念日 
みどりの日 
こどもの日 
北海道神宮神饌（せん）田お田植え祭 
桜まつり（羽衣公園　午前11時から） 
東川中体育大会 
くらし楽しくフェスティバル 
（キトウシ森林公園）（27日まで） 
東川小運動会 
教育委員会議 
（農村環境改善センター　午後1時30分） 

３日 
４日 
５日 
８日 
12日 
20日 
26日 

 
27日 
28日 
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重
度
障
害
者
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
の
助
成 

　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

対
　
象 

　
①
１
級
又
は
２
級
の
下
肢
、
体
幹
、

免
疫
、視
覚
障
害
者 

　
②
１
級
の
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
障
害
者 

　
③
療
育
手
帳
「
Ａ
判
定
」
の
方 

　
④
乳
幼
児
以
前
の
非
進
行
性
脳
病
変

に
よ
る
運
動
機
能
障
害
者
（
児
）
の
う

ち
、
移
動
機
能
障
害
者
（
児
） 

　
①
か
ら
④
に
該
当
し
、
な
お
か
つ
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
が 

「
障
初
」「
老
初
」
の
方
が
該
当
に
な
り

ま
す
。 

　
※
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

助
成
内
容 

　
５
０
０
円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
年
間
72

枚
交
付 

申
請
の
際
に
必
要
な
も
の 

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、

印
鑑 

　
※
申
請
は
本
人
ま
た
は
代
理
の
方
。 

申
請
先
　
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係（
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
） 

お
問
い
合
わ
せ
　
保
健
福
祉
課
社
会
福

祉
係
☎
82
―
２
１
１
１ 

 

注
意
！
用
水
路
へ
の
転
落
事
故 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
市
建
設
課 

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
お
年
寄
り
が
農

業
用
の
水
路
に
転
落
す
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
５
月
初
旬
か
ら
８
月
末

ま
で
の
間
、
農
業
用
水
路
に
は
用
水
が

流
れ
て
い
ま
す
。
水
路
に
転
落
し
た
場

合
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
痛
ま
し
い
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

水
路
近
く
に
お
子
さ
ん
や
お
年
寄
り
の

姿
を
見
掛
け
た
ら
注
意
を
呼
び
か
け
、 

悲
し
い
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
地
域
の

皆
様
同
士
で
声
を
か
け
合
い
ま
し
ょ
う
。 

 

町
営
バ
ス
・
東
忠
別
線
を
試
験
増
便 

　
町
は
、
４
月
５
日
か
ら
来
年
３
月
31 

日
ま
で
、
朝
の
通
学
時
間
帯
に
合
わ
せ

て
町
営
バ
ス
東
忠
別
線
を
試
験
的
に
１

便
増
便
し
運
行
開
始
し
ま
し
た
。
運
行

継
続
は
、
１
年
間
の
利
用
状
況
を
調
査

の
う
え
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。 

　
運
行
便
の
主
な
停
留
所
発
着
時
刻
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
都
市
建
設
課
管
理
係

☎
82
―
２
１
１
１
（
内
２
３
２
） 

　（
日
曜
・
祭
日
、
年
末
年
始
は
運
休
） 

           

消
防
団
員
の
異
動 

退
団
者
【
３
月
31
日
付
】 

　
松
林
直
樹
（
第
２
分
団
　
分
団
長
） 

　
主
藤
達
博
（
第
３
分
団
　
分
団
長
） 

 

昇
格
者
【
４
月
１
日
付
】 

　
高
橋
郁
夫
（
第
２
分
団
　
分
団
長
） 

　
山
田
貞
治
（
第
３
分
団
　
分
団
長
） 

　
大
岩
　
治
（
第
４
分
団
　
分
団
長
） 

　
盛
永
幸
男
（
第
２
分
団
　
副
分
団
長
） 

　
桑
原
克
範
（
第
３
分
団
　
副
分
団
長
） 

　
藤
川
由
一
（
第
４
分
団
　
副
分
団
長
） 

　
鬼
塚
　
悟
（
第
２
分
団
　
部
長
） 

　
原
　
功
一
（
第
３
分
団
　
部
長
） 

 

　
高
橋
　
大
（
第
４
分
団
　
部
長
） 

　
宮
崎
　
修
（
第
２
分
団
　
班
長
） 

　
守
屋
勝
蔵
（
第
３
分
団
　
班
長
） 

　
園
田
　
稔
（
第
４
分
団
　
班
長
） 

　
畑
中
貴
樹
（
第
４
分
団
　
班
長
） 

 

入
団
者
【
４
月
１
日
付
】 

　
庄
内
信
明
（
第
４
分
団
　
団
員
） 

　
高
橋
　
満
（
第
４
分
団
　
団
員
） 

　
山
崎
浩
敬
（
第
４
分
団
　
団
員
） 

 

機
能
別
団
員
移
行
【
４
月
１
日
付
】 

　
澤
田
　
稔
（
第
４
分
団
　
団
員
） 

　
藤
井
春
雄
（
第
４
分
団
　
団
員
） 

　
秋
原
　
譲
（
第
４
分
団
　
団
員
） 

 

第
42
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
開
催 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園 

主
　
催
　
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会 

日
　
時
　
５
月
26
、
27
の
両
日
（
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
） 

場
　
所
　
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
家
族
旅

行
村
（
東
川
町
西
４
号
北
44
番
地
） 

行
　
事
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
野
菜

の
苗
市
場
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食

コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん 

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
店
希
望

者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
東
川
振
興
公
社
☎
82

―
２
６
３
２ 

町
営
バ
ス
臨
時
便
運
行 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
建
設
課
管
理
係 

　
５
月
26
日
（
土
）
、
27
日
（
日
）
の

２
日
間
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
開
催

す
る
「
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
合
わ
せ
て
、
27
日
に
町
営
バ
ス

（
直
行
便
）
を
臨
時
運
行
し
ま
す
。 

「
道
草
館
前
‐
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
」 

 

停留所　　　　　発着時刻 
診療所前　　（始発）7：27 
東4号　　　　　　　　7：34 
東8号 　　　　　　7：38 
東11号 　　　　　　7：41 
東８号北1線 　　7：46 
東4号北2線　　　　　7：51 
1号北3線 　　　　　　7：55 
西4号北3線　　　　　7：58 
役場前 　　　　　 8：00 
道草館前　　　　　　8：01 
診療所前　　（終着）8：02

料
　
金 

　
大
人
１
５
０
円
、
小
人
70
円
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
都
市
建
設
課
管
理
係

☎
82
―
２
１
１
１
（
内
線
２
３
２
） 

           

（
※
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
臨
時
バ
ス
停

は
、
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
側
の
正
門
前
で

す
） 

 

国
家
公
務
員
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
採

用
募
集 

　
人
事
院
は
、
今
年
度
国
家
公
務
員
の

中
途
採
用
者
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
選
考
試
験

を
実
施
し
ま
す
。 

①
試
験
日
程
Ａ
―
行
政
事
務
、
税
務
、

　
機
会
、
土
木
、
林
業 

②
試
験
日
程
Ｂ
―
皇
宮
護
衛
官
、
刑
務

　
官
、
入
国
警
備
官
。 

採
用
予
定 

　
全
区
分
合
計
１
０
０
人
程
度
。 

受
験
希
望
受
付
期
間 

　
６
月
26
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で
。 

採
用
予
定 

　
お
お
む
ね
平
成
20
年
４
月
１
日
。 

受
験
資
格 

　
昭
和
42
年
４
月
２
日
か
ら
同
53
年
４ 

月
１
日
生
ま
れ
の
者
。 

と
も
に
第
１
ス
テ
ー
ジ
試
験
は
、
９
月

９
日
。 

受
験
案
内
等
請
求
、
問
い
合
わ
せ
　
人

事
院
北
海
道
事
務
局
（
〒
０
６
０
―
０

０
４
２
　
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁

目
☎
０
１
１
―
２
４
１
―
１
２
４
８
）。 

 

平
成
19
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施

に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
上
川
保
健
所 

試
験
日
時 

　
８
月
29
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
ま
で 

受
験
資
格 

　
６
月
１
日
ま
で
に
２
年
以
上
調
理

の
業
務
に
従
事
し
た
も
の
（
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。 

願
書
受
け
付
け
場
所
　 

　
北
海
道
上
川
保
健
所
健
康
推
進
課
健

康
増
進
係
（
旭
川
市
永
山
６
条
19
丁
目
、

上
川
合
同
庁
舎
内
） 

受
付
期
間
　 

　
５
月
７
日（
月
）か
ら
６
月
１
日（
金
）

ま
で
（
郵
送
は
６
月
１
日
ま
で
の
消
印

有
効
で
す
が
、
書
類
に
不
備
が
あ
る
と

受
験
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。 

提
出
書
類 

　
調
理
師
試
験
受
験
願
書
　
１
部
、
　

調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
　
カ
ー
ド
１

部 受
験
手
数
料 

　
６
７
０
０
円
（
北
海
道
収
入
証
紙
） 

受
験
願
書
の
配
布
　 

　
４
月
中
旬
以
降
、
保
健
所
お
よ
び
調

理
師
会
に
備
え
て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
北
海
道
上
川
保
健
所
健
康
推
進
課
健

康
増
進
係
☎
46
―
５
９
８
８ 

 

心
の
悩
み
相
談 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
川
保
健
所 

　
上
川
保
健
所
は
、「
精
神
保
健
相
談
」

「
心
の
健
康
相
談
」
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。 

　
「
精
神
保
健
相
談
」
は
、
毎
月
第
２

水
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４
時
。
精 

 

神
科
医
師
が
対
応
し
ま
す
（
予
約
制
、

無
料
）
。 

　
「
心
の
健
康
相
談
」
は
、
毎
週
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
毎
日
午
前
８
時

45
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
保
健
師
が

電
話
、
ま
た
は
直
接
相
談
を
受
け
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
上
川
保
健
所

（
北
海
道
上
川
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

福
祉
部
）
子
ど
も
・
保
健
推
進
課
精
神

保
健
福
祉
係
（
旭
川
市
長
山
６
条
19
丁

目
、
上
川
合
同
庁
舎
内
、
☎
46
―
５
９

９
２
）
ま
で
。 

 

自
動
車
税
は
お
早
め
に 

　  

　
　
　
　
　
　
上
川
支
庁
地
域
振
興
部 

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、５
月

31
日（
木
）
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。 

　
平
成
19
年
５
月
か
ら
北
海
道
の
自
動

車
税
を
次
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
税
で
き
ま
す
。 

 

サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
サ
ン
ク
ス
、
ス
パ
ー 

（
道
内
の
店
舗
の
み
）
、
セ
イ
コ
ー
マ

ー
ト
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
（
50
音
順
） 

※
道
内
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
支
庁

ま
た
は
道
税
事
務
所
等
で
も
納
税
で
き

ま
す
。 

　
納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
上
川
支

庁 

地
域
振
興
部
納
税
課
（
旭
川
市
永
山

６
条
19
丁
目
）
☎
46
―
５
１
０
０
（
直

通
）。 

　
５
月
27
日
（
日
）
は
休
日
納
税
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。  

開
設
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

  

9：00 

11：00 

13：00 

15：30

9：07 

11：07 

13：07 

15：37

キトウシ森林公園 
臨時バス停発 
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H19・北海道 
年間スローガン 

ストップ・ザ・交通事故死 
～目指せ　安心で安全な車社会　北海道～ 

春の交通安全運動 春の交通安全運動 
5月11日（金）～5月20日（日） 

運動の重点 
◎子供と高齢者の交通事故防止 
◎速度上昇期に伴うスピードの 
　　　　　　　　出し過ぎ防止 
◎飲酒運転の根絶 
◎自転車の安全利用の推進 
◎シートベルトとチャイルドシート 
　　　　　　　　の着用の徹底 

東川町、東川町交通安全協会 
東川・東川西・志比内駐在所 

普通救命講習 
受講者募集！ 

突然のけがや病気に対する応急手当法を身に 
つけましょう 
 
講習内容／ 
　人工呼吸・心臓マッサージ・異物の除去・止血法等 
　※３時間の講習終了者には終了カードを発行します。 
 
日  時／ 
　定員になり次第講習日を設定し、随時開催案内を通 
　知します。 
 
対象者／ 
　東川町内に在住、また 
　は勤務する者。 
 
申込先／ 
　大雪消防組合東消防署 
　警防グループ 
　電話83－0119

　犬の新規登録及び狂犬病予防注射を実施します。生後91日以上の犬は、狂犬病予防法で生涯に一度の登録と狂犬病予防注射（年一回）
が義務付けられています。この機会にぜひ受診しましょう。 
　この期間に狂犬病予防注射を受けることができない場合は、動物病院で必ず予防注射を受け、地域自治推進室環境衛生係で狂犬病予
防注射済票（手数料550円）の交付を受けてください。 

東川町役場保健福祉センター横 

犬の登録・狂犬病予防注射実施のご案内 
地域自治推進室環境衛生係 

実施日時は次のとおりです。 

実施日 時間帯 実施場所 

５月10日 
（木曜日） 

５月11日 
（金曜日） 

５月12日 
（土曜日） 

６月９日 
（土曜日） 

■畜犬の新規登録料3,000円　■狂犬病予防注射3,040円 

10:00～10:30

10:40～11:30 東５号　旧森林組合管理棟跡地 

東８号　第５分団消防庁舎前 

13:30～14:10 西10号　第３分団消防庁舎前 

14:30～15:30 北町９丁目　第２分団消防庁舎前 

10:00～10:20 上岐登牛住民集会所前 

10:40～11:10 東雲住民集会所前 

12:50～14:00 西４号北５線 第２地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前 

14:20～15:30 北町５丁目　１７区行政区会館敷地 

9:00～12:00 東川町役場保健福祉センター横 

9:00～12:00

道草館前 
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 83,400円 

国
　
保
　
被
　
保
　
険
　
者 

①限度額適用認定証の交付申請 

②限度額適用認定証交付 

③限度額適用認定証を窓口で提示 

各
町
国
保
窓
口 

医
療
機
関 

平成19年4月1日から 
70歳未満の方が入院した場合、医療機関での一部負担金の支払い 
は自己負担限度額までとすることができるようになりました 

　国民健康保険の被保険者が医療機関等で受診する場合、かかった医療費の２割～
３割を自己負担しますが、この負担額が一定の金額を超えて高額となったときに払
い戻される制度を高額療養費制度といいます。 
　４月１日からは、認定を受けると入院のほか特別な場合に、この払い戻される高
額療養費を国民健康保険が直接医療機関へ支払うことで、病院等の窓口での支払額
は自己負担限度額までとすることができるようになりました。 

この制度を利用するための手続きは次のようになります。 

＜限度額適用認定を受けるために＞ 
１．あらかじめ申請が必要です。 
２．入院することになった場合に該当します 

＜申請の際に必要なもの＞ 
１．国保被保険者証 
２．届出人の印鑑 
３．標準負担額減額認定証 
　（すでにお持ちの場合のみ） 

・認定には期限があります。 
・あとで世帯構成の異動などで自己負担限度額が変わることがあります。 
・複数の医療機関や外来の受診で限度額を超える場合、今までどおり後から申請によ
　り払い戻されることになります。 
・世帯に保険料の滞納があると認定されない場合があります。 
※70歳以上の方が入院された場合の支払い額は、従来から限度額までとなっています。 

●適用となる自己負担限度額は、所得に応じて３段階あります。 

お問い合わせ：大雪地区広域連合 国保老健係　　　　　　☎82-2111（内線562、563） 
　　　　　　　役場国保担当窓口 税務住民課1番窓口〈保険年金係〉☎82-2111（内線123） 

自己負担限度額 
（月額） 

24,600円 

(※1：基礎控除後の所得金額が600万円を超える世帯)

 80,100円 
＋（医療費－267,000円）×1％ 

Ａ 上位所得者 ※1
150,000円 
＋（医療費－500,000円）×1％ 

Ｂ 一般  44,400円 

Ｃ 住民税非課税世帯 35,400円  

4回目以上の限度額 
（過去１年間の高額療養費の 
　支給該当が4回以上あった場合） 

３回目までの限度額 
（過去１年間の高額療養費の　 
　支給該当が3回までの場合） 
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公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。 
※選考委員会で決定されなかった場合は、公開抽選会を開催します。開催日は未定です。 
6月上旬 
家賃の3カ月分 
税務住民課住宅下水道係☎82-2111（内線122） 

特定公共賃貸住宅の入居者を募集します 

印鑑、平成18年1月から12月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、 
源泉徴収票など）、納税証明書、その他必要と認める書類 

受付期間 

受付場所 

募集戸数 

持 ち 物 

5月1日（火）から25日（金） 

税務住民課住宅下水道係（役場庁舎1階4番窓口） 

2戸 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・1ＬＤＫ（37.2㎡) 
・1戸（1階） 
・1戸（2階） 
・3万400円～ 
　4万200円 

・平成6年 
・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造2階建、 
　浴室（ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ付き）、 
　ｵｰﾙ電化住宅 
・物置付き、駐車場1台 

アヴニール（Ⅰ） 西町１丁目９番 

●単身者用特定公共賃貸住宅 

① 

入居資格 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で、次の要件に該当する方 
（1）昭和31年4月2日以後 
（2）世帯の収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方又は、入居後所得の上昇が見込まれる方 
※状況によって変わる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。 

選 考 方 法  
 
入居予定日  
敷 金  
お問い合わせ 

予約・鍵貸し 
出し等連絡先 

西団地集会所 

東川町北町２丁目６番10‐17号（公営住宅西団地Ａ４棟　東端） 

47.04㎡(約29畳)　約30名程度の会議ができます。 

町民等　250円／１時間　・　町外等　500円／１時間 

１．基本開館時間は、午前８時30分から午後10時までです。 
２．町外等については、暖房料30円／１時間当り(11月１日から４月30日の期間)がかかります。 

●施設の概要 

西団地集会所の利用について 
　昨年、北町２丁目６番の公営住宅西団地内に設置いたしました西団地集会所の管理、運営は、４月１日から指定管
理者制度を導入し、北町２丁目町内会が行う事になりました。利用申し込み先、施設の概要は次のとおりです。詳し
い問い合わせは、役場都市建設課管理係（☎82‐2111内線232）まで。 

●施設の申し込み先 

管理人　　森田　和己（☎82-4737）　 
北町２丁目６番10-16号（公営住宅西団地Ａ４棟16号室） 

１．施設の利用は、管理人に事前の申し込みが必要です。 
２．留守の場合は留守番電話にメッセージを残してください。 
３．夜間利用の鍵貸し出しは、午後６時30分までにお願いいたします。 

注意事項 

施設の名称  

施設の所在地 

集会室の面積 

使 用 料  

備 考  
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　5月から、6カ月にな 
られた乳児に絵本をプ 
レゼントするブックス 
タートは東川町文化交 
流館で行います。 

ブックスタートは 
すべての赤ちゃんが、楽しく幸せなひとと 
きが持たれることを願い、ひとりひとりの 
赤ちゃんに絵本を手渡す運動です。 

☆開館時間においでください（曜日はこだわりません）。 
お問い合わせ　東川文化交流館　☎82-4245

☆開館時間においでください（曜日はこだわりません）。 
お問い合わせ　東川文化交流館　☎82-4245

労
働
保
険
年
度
更
新
の
手
続
き
は
お

早
め
に 

　
　
　
　
　
　
旭
川
労
働
基
準
監
督
署 

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
年

度
更
新
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
時
期

に
な
り
ま
し
た
。 

　
申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
、
労
災
補

償
や
失
業
給
付
に
か
か
わ
る
重
要
な
手

続
き
で
す
。 

　
５
月
21
日
（
月
）
ま
で
に
銀
行
・
郵

便
局
な
ど
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は

労
働
基
準
監
督
署
で
申
告
・
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
旭
川
労
働
基
準
監
督

署
（
旭
川
市
大
町
３
条
４
丁
目
）
☎
51

―
６
１
０
１ 

   

年
金
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ 

　
　
《
平
成
19
年
４
月
か
ら
の
変
更
》 

　
　
　
　
　
　
旭
川
社
会
保
険
事
務
所 

 

70
歳
以
上
で
会
社
に
勤
め
て
い
る
場
合 

　
厚
生
年
金
適
用
事
業
所
に
お
勤
め
で

70
歳
以
上
の
場
合
、
老
齢
厚
生
年
金
と

賃
金
の
合
計
額
が
月
額
48
万
円
を
上
回

る
と
、
老
齢
厚
生
年
金
の
全
部
又
は
一

部
の
額
が
支
給
停
止
と
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
昭
和
12
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
方
は
対
象
外
）。 

 

66
歳
以
降
に
繰
り
下
げ
申
し
出
で
、
老

齢
厚
生
年
金
も
増
額
支
給 

　
65
歳
か
ら
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
方
が
、
66
歳
以
降
に

年
金
を
繰
り
下
げ
て
受
け
取
る
申
し
出

を
す
る
場
合
、
年
金
額
の
増
額
受
け
取

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
老

齢
基
礎
年
金
は
従
来
か
ら
繰
り
下
げ
支

給
制
度
あ
り
）。 

 

65
歳
以
上
の
方
の
遺
族
厚
生
年
金
の
支

給
見
直
し 

　
65
歳
以
上
の
方
で
遺
族
厚
生
年
金
と

老
齢
厚
生
年
金
等
の
受
給
権
が
あ
る
場

合
、
遺
族
厚
生
年
金
の
部
分
と
し
て
、

自
分
の
老
齢
厚
生
年
金
等
に
相
当
す
る

額
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。
差
額
分

だ
け
の
支
給
と
な
り
、
全
額
支
給
と
な

る
自
分
の
老
齢
厚
生
年
金
と
合
算
さ
れ

て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た（
平

成
19
年
４
月
１
日
以
前
に
遺
族
厚
生
年

金
の
受
給
権
を
有
し
、
既
に
65
歳
以
上

の
方
は
対
象
外
）。 

 

若
齢
期
の
妻
の
遺
族
厚
生
年
金
の
支
給

見
直
し 

　
①
夫
の
死
亡
時
に
30
歳
未
満
で
子
を

養
育
し
な
い
妻
等
に
対
す
る
遺
族
厚
生

年
金
は
、
５
年
間
の
支
給
期
間
に
な
り

ま
し
た
。 

　
②
夫
の
死
亡
時
に
40
歳
以
上
の
妻
に

65
歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
間
、
中
高
齢

寡
婦
加
算
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
（
平
成
19
年
４
月
１
日
以
前
に

既
に
受
給
権
を
有
し
て
い
る
方
は
対
象

外
）。 

 

離
婚
時
の
厚
生
年
金
分
割
制
度 

　
平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
に
離
婚
し

た
場
合
、
婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
保

険
料
納
付
記
録
を
当
事
者
間
で
合
意
し

た
割
合
に
基
づ
き
、
分
割
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
分
割
を
受
け
た
方
は
、
自
分
の
支
給

開
始
年
齢
か
ら
分
割
後
の
厚
生
年
金
保

険
料
納
付
記
録
に
基
づ
く
老
齢
厚
生
年

金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

自
分
の
年
金
加
入
期
間
が
25
年
以
上
必

要
で
す
。 

     

「
年
金
加
入
記
録
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
の

お
知
ら
せ 

　
自
分
の
年
金
加
入
記
録
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
の
で
、
基
礎
年
金
番

号
を
確
認
し
、
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス

ワ
ー
ド
を
取
得
し
て
自
分
の
記
録
を
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

※
詳
細
は
、
社
会
保
険
事
務
所
等
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

お
問
い
合
わ
せ
　
旭
川
社
会
保
険
事
務

所 　
☎
26
―
4
4
8
1(

代
表) 

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
年
金
加
入
者
） 

　
☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５ 

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
年
金
受
給
者
） 

　
☎
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１
６
５ 

   

憲
法
講
座
の
開
催 

　
東
川
９
条
の
会
は
、
５
月
26
日
午
後

６
時
半
か
ら
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
研
修
室
で
憲
法
講
座
を
開
き
ま
す
。 

　
「
こ
こ
ろ
の
自
由
と
憲
法
」
と
題
し

て
好
蔵
寺
住
職
、
両
瀬
渉
氏
が
講
演
し

ま
す
。 

参
加
費
　
１
０
０
円
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
近
藤
さ
ん
（
☎
82
―

７
０
５
０
）
ま
で 

 

「
す
ま
い
る
倶
楽
部
」新
入
部
員
募
集 

　
町
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
す

ま
い
る
倶
楽
部
」
は
、
新
入
部
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
町
内
在
住
、
ま
た
は

町
内
で
勤
め
て
い
る
20
代
か
ら
50
代
の

男
女
な
ら
Ｏ
Ｋ
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
田
中
さ
ん
（
☎
０
９

０
―
７
６
４
６
―
５
３
２
４
）
ま
で
。 

   

児
童
の
交
通
安
全
事
業
に
寄
付 

　
東
川
町
商
工
会
女
性
部
（
渡
部
順
子

部
長
）
は
、
３
月
29
日
「
小
学
新
１
年

生
の
交
通
安
全
等
の
事
業
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
町
教
育
委
員
会
に
寄
付

を
し
ま
し
た
。 

   

社
会
福
祉
協
議
会          

　
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
３
月
16
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で
に

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》
　 

　
２
東
区
　
梅
井
　
一
男
様 

　
11
区
　
　
山
地
　
捷
滋
様 

　
21
区
　
　
高
宮
　
　
勇
様 

  

く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て
毎
月
１
回

第
３
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
社
協
相
談
室
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。 

　
今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。 

　
５
月
17
日
　
　
　
稲
井
　
孝
子 

 
社
協
だ
よ
り 

Higashikawa  2007 May 18



消費者問題基礎知識 
　消費者問題はじめの一歩（No.1） 
「消費者って誰のこと?　消費者問題って何?」 

Q　消費者という言葉をよく聞きますが、ど
ういう意味ですか？ 
 
A　私たちは生活に必要なものを、お金を出
して買って使っています。これが「消費する
」ということです。つまり私たちは子どもか
らお年寄りまで、だれもがみんな「消費者」
です。 
 
Q　消費者問題というのが、よくわからない
のですが？ 
 
A　消費者である私たちが、モノやサービス
を契約して暮らしている中で、安全性や価格、
表示、販売、勧誘、品質、契約の内容などい
ろいろな場面で問題がおきたとき、それを消
費者問題といいます。 
 

Q　消費者は問題がおきたときに、なにかで
きますか？ 
 
A　消費者には「消費者の権利」があります。
「安全が確保される」「適切な選択がおこな
える」「必要な情報を知ることができる」「消費
者教育を受けられる」「意見が反映される」「被
害の救済が受けられる」権利です。それに基
づいて意見や苦情を言うことができます。 

19 Higashikawa  2007 May



こんにちは　保健師です 

H
ealthy C

olum
m

Healthy Columm

保健だより 

長尾千恵美 
■担当区/ 
28・29・30・31・32・33 
34・35・東雲・上岐登牛 
14・15・16東・16西 
西区・南町1～3丁目 

なが お　　ち　え　　み 

鈴木　千紘 
■担当区/ 
17・18・21・22・23・25 
26・27・北町2～3丁目 

すず　き　　　　ち　ひろ 

多田由起子 
■担当区/ 
1・2東・2西・3・4南・
新栄・5南・5北・6東・ 
6西・7南・7北・8・9・
10・11・12・13南・13北
西町2～3丁目 

た　だ　　ゆ　き　こ 

波潟　聖子 
■担当区/ 
東町1～3丁目・17西町 
東倉沼 

なみがた　 　せい　こ 

生活習慣改善のために栄養相談に応じ
ます。栄養教室にも気軽に参加して薄
味やバランスについて学習しましょう。 

栄養士 
中村弘美 

平川俊彦 阿部秀司 

こんにちは栄養士です 

こんにちは　地域包括支援センター 

19年度から介護予防ケアプラン作成、介護家族や高齢
者の各種相談の担当者が変わりました。保健福祉課に
常駐して窓口や電話、家庭訪問で相談に応じます。気
軽にご利用ください。 
 

　４人の保健師が各行政区を担当します。ご家庭を訪問し、健康に関するより身近な相談相手として、家
庭や地域の健康増進のため活動いたします。 
　平成19年度の地区担当保健師は次のようになります。 
　健康や病気療養、子育てなどで心配事やお困りのことがありましたら、お気軽にご相談ください。 

東川町保健師担当地区割図 

「アンケートへのご協力のお願い」 
　町内から生活習慣病をなくしましょう－。町は、町民の健康づく
り推進のため、30歳から74歳の国民健康保険加入者のうち、過去３
年間町の健診をお受けにならなかった方を対象にアンケートを行う
ことになりました。 
　日程は5月上旬から5月31日まで（必着）。対象となる町民の方には、
アンケート用紙を直接郵送いたします。必要事項を記入し、同封の
返信用封筒に入れて、ポストに投函してください。お問い合わせは
保健福祉課保健指導係（☎82－2111） 
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5月 
May

保健カレンダー 
お問い合わせ 
●保健福祉課保健指導係　☎82－2111

【5月分】 

【6月分】 

11日 
 
 
17日 
23日 
24日 
25日 
28日 
31日 
 
 
 
 
11日 
18日 

ごっくん教室 　　 申込制 
乳幼児健診 
　　　　　　（通知者以外は14：30～） 
元気っ子クッキング 
1歳6ヵ月児健診 
親子ふれあい教室  申込制 
栄養教室 
子育て相談 　　　 予約制 
親子ふれあい教室  申込制 
※ 会場は保健福祉センターです！ 
 
 
 
テーマ「3, 4歳児さんお散歩」 
テーマ「2歳児さんお散歩」 
 
　 

（金） 
 
 
（木） 
（水） 
（木） 
（金） 
（月） 
（木） 
 
 
 
 
（金） 
（金） 

13:00～14:00 
13:30～ 
 
10:00～12:00 
12:30～ 
10:00～11:30 
10:00～12:30 
 
10:00～11:30 
 
 
 
 
10:00～11:30 
10:00～11:30 
9:00～12:00

 1日 
 

7日 
19日 
25日 
26日 
28日 

もぐもぐ教室 
乳幼児健診 
親子ふれあい教室 
栄養教室 
子育て相談 
がん検診 
３歳児健診　 

（金） 
 
（木） 
（火） 
（月） 
（火） 
（木） 

　開設日：月曜日～金曜日（日曜祝祭日を除く） 
　時　間：午前8時30分～午後5時30分 
　担　当：保健師・栄養士 
　内　容：健康相談（子育て、健康づくり、疾病予 
　　　　　防、服薬や病気療養等について） 
　　　　　血圧や体脂肪の測定 
　　　　　食生活や食事療法について 
　　　　　母子健康手帳の発行･妊婦受診券 
　　　　　　　　　（前期・後期・超音波）の交付 
　　　　　離乳食や子どもの発達や病気、子育て全 
　　　　　般について 
　電　話：☎82－2111 
 

保健相談室、電話相談を毎日開設しています。 
保健師や栄養士が健康相談、電話相談をお受
けします。お気軽にご来室、お電話ください。 

「栄養教室」のお知らせ 
　食事の不適切な摂取、運動不等によっておこる生活習慣
病は年々増加しています。この教室では「自分の健康は自分
で守る」を柱に、健康について学び、身近な材料を使って
調理実習します。バランス・味付け等を確認しながら食生
活の見直しと健康を考えます。（栄養教室は、希望する方
は、食生活改善推進員となる単位を取ることもできます） 
対　　象　町民 
日　　時　５月25日（金）午前10時～午後0時30分ころまで 
場　　所　保健福祉センター 
内　　容　「食生活チェック」～自分の必要量は？　 
　　　　　講話・調理実習・試食、希望者には体脂肪測定 
持 ち 物　筆記道具・エプロン・三角巾 
参 加 費　食材料の一部として100円の負担 
申し込み・お問い合わせ 
保健福祉課栄養士  ☎82－2111（内線505） 

「よちよち教室」 
　乳児のお子さんが安心して遊べる場所はないかしらと、お
考えのみなさん、親子で楽しく遊びながら、お友達をつくりま
せんか？ 
  ０歳児対象の親子遊びの教室ですが、お兄ちゃんやお姉
ちゃんも一緒に参加できます。 
対　　象  ０歳児のお子さん、お母さん 
日　　時  ５月25日（金）  午前10時～正午 
内　　容  赤ちゃん体操、親子遊び、おもちゃづくり 
　　　　　多田保健師さんを囲んで「生活リズム」の交　
　　　　 流会も予定しています。 
場　　所  幼児センター内 子育て支援センタープレイルーム 
参加人数  10組程度（事前に予約が必要です。）  
申し込み・お問い合わせ  
東川町地域子育て支援センター　☎82－5100

「ポリオ予防接種のお知らせ」 
日　　程　5月15日（火）～18日（金） 
受付時間　午後1時～午後5時 
会　　場　町立診療所 
対 象 者　乳幼児（生後３～90カ月） 
接種間隔　三種混合→1週間あける 
　　　　　麻しん・風しん混合→4週間あける 
　　　　　ＢＣＧ →4週間あける 
○予診票は町立診療所にあります。 
○母子手帳と、住所の確認ができるもの（健康保険証・乳
　幼児医療受給者証など）をお持ち下さい。 
接種間隔等のお問い合わせ 
保健福祉課保健指導係　☎82-2111

「元気っ子クッキング」 
　子どもの成長に「食べ物」はとても大切です。親子で料
理をする機会の少ない方、苦手な食材があるお子さんをお
持ちのお母さん！　親子で楽しく簡単にできる料理を作っ
てみませませんか？ 
対　　象　概ね２歳半以上の幼児とお母さん 
　　　　　（お父さんも大歓迎です） 
日　　時　５月17日（木）午前10時～12時ころまで 
場　　所　保健福祉センター 
内　　容　「ふわふわ小麦粉クッキング」。 
　　　　　調理実習・試食・ミニ講話 
持  ち  物　筆記道具・エプロン（親子とも）・三角巾 
申し込み・お問い合わせ 
保健福祉課栄養士　☎82－2111（内線505） 

〈親子遊びの体験教室〉　　予約制 
〈地域子育て支援センター〉☎82-5100

 〈遊びの広場〉（毎週月、火、水曜日プレイルーム開放） 
1日・2日・7日・8日・9日・14日・15日・16日・ 
21日・22日・23日・28日・29日・30日 
申込み・お問い合せ　東川町地域子育て支援センター 
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大 素 雪 
山 
の 顔 だいせつざんのすがお 

　このコーナーでは、山岳ガイド、旭岳ビジ
ターセンター、自然解説員など旭岳で活躍す
る人たちをリレーして、季節とともに変化す
る旭岳の旬のお便りをお届けします。 
　高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の大
博物館」と言われる大雪山の素顔が見えてく
ることでしょう。 

春の森 

　私の働いている事務所があるキトウシの森は、南向きの

斜面ということもあって大雪の森よりも雪が解けるのが早

く、春の訪れが早い。 

モノトーンだった冬の景色が日一日と淡い色をつけていく

のを見ることができる。毎日少しずつ変わっていく春の森

から目を離すことができない。 

　散策路を歩けば一月の間に鮮やかな黄色でダイナミック

に咲くフクジュソウや絨毯のように群落をつくるムラサキ

色のカタクリ、薄い青色のエゾエンゴサクなど、順を追っ

て鮮やかな花たちに出合うことが出来る。 

　私が気に入っているのは、小さいけれども優美に花びら

を広げている薄ムラサキ色の花リンドウと落ち葉の隙間に

ヒョロリとした緑色の芽を出すドングリ。特にドングリは

昨年の秋に落ちたものが厳しく長い冬を耐え、勢いよく芽

を出している。その姿をみると｢お前もつらい冬を耐えて

頑張ったんだなぁ。俺も頑張ろうっ｣と思ってしまう。 

　春の森は華やかな秋とくらべるとなんだかやさしくてこ

つこつと移り変わる。旬の喜びや楽しさをゆっくりと感じ

とることができるのはこの季節ならでは。みなさんも自然

の中に出かけて旬感体験してみてはいかがでしょうか？ 

　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　文 : 大雪山自然学校　鳥羽　晃一 
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おしらせ 
貸出期間は、図書は1
人5冊まで14日間、ビ
デオは1人2本まで4日
間です。返却期間を守
りましょう（夜間返却
窓口もご利用ください）。 

文化交流館 

新刊図書・ビデオ 
案内 

世界一周航空券 Perfect Book（一般書） 
著：世界一周堂×地球一周コミュニティ／朝日新聞社：刊 

「世界一周航空券」を知っていますか
？それは日本を出発してから世界を巡
って、再び日本に戻ってくるまでのフ
ライトルートが連続した束になった航
空券のこと。最大フライト数は24回、
正規運賃だから価格変動がなくリーズ
ナブル！使用のルールやプラン作りの
アドバイス、究極のモデルルートまで
世界一周航空券の全てを網羅した、夢
を現実に変えるためのガイドブック。 

ホーム・オン・ザ・レンジ（アニメ・DVD） 
 

トリノ2006オリンピック冬季競技大会・ 
フィギュアスケート（スポーツ・ＤＶＤ） ブエナ ビスタ ホーム エンタテインメント 

昔むかしのアメリカ西部。“楽園農場”では

モーモー・トリオの三匹の牛をはじめ、たく

さんの動物たちがにぎやかな毎日を送ってい

ました。ところがある日、農場が借金のため

に取り上げられてしまうことに･･･。 最大の

ピンチにモーモー・トリオが一致団結！牛泥

棒のアラメダ・スリムにかけられた懸賞金を

手に入れ農場を救うため、荒野で待ち受ける

冒険にモウ然と立ち向かう！（76分） 

 

恋するトンザエモン（児童書） 
著：小野靖子／刊：岩崎書店 

ジュネオン エンタテインメント 

鏡台のひきだしのなかで、未来ちゃん
のおかあさんの日記を守っていた神さ
まのトンザエモンが、親友のまどかち
ゃんにひと目ぼれ。学校に無理やりつ
いてきて、まどかちゃんをよろこばせ
ようとじんつう力をつかって教室は大
さわぎ。さらにまどかちゃんのお願い
で、まどかちゃんの家のばんごはんを
だいなしにすることに･･･。第23回Ｓ
Ｆ童話賞大賞のホンワリ心があったま
るおはなし。 

オリンピックやグランプリファイナル
など、日本選手の活躍が目覚しいフィ
ギュアスケート。２００６年に行われ
たオリンピックの男女シングルのメダ
リストと日本人選手の華麗な戦いを完
全収録。美しさの裏側で、肉体と精神
を研ぎ澄ました極限の戦いが繰り広げ
られる･･･。また、金メダルを獲得した
荒川静香選手の演技とインタビューも
収録。（99分） 
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「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
町
づ
く
り
も
全
体
を

良
く
見
る
目
を
養
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。 

　
町
の
活
性
化
は
、
町
の
事
務
に
従

事
す
る
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
住
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
を
常
に
考
え
、
行
動
に
起
こ
す
こ

と
が
最
も
重
要
だ
。
議
員
、
住
民
、

職
員
か
ら
の
「
自
分
の
理
解
を
超
え

た
声
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
」
を
ど
う
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
か
も
変
革
の
た

め
の
大
き
な
要
因
と
な
る
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様
々
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た

め
の
組
織
づ
く
り
、
そ
し
て
職
員
一

人
ひ
と
り
が
自
律
す
る
自
己
決
定
と

自
己
責
任
の
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
れ
が
自
立
（
自
律
）
へ
の

大
き
な
ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
で
あ
る
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戦
後
60
年
以
上
が
経
っ
て
い
る
が
、

な
か
な
か
組
織
の
改
革
は
進
ま
な
い
。

組
織
改
革
の
話
に
な
る
と
、〝
前
例
〞

の
話
か
ら
始
ま
る
か
ら
だ
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時
代
は
変
わ
っ
て
い
る
。
便
利
な
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ン
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ー
タ
ー
化
も
定
着
し
て
い

る
。
行
政
サ
ー
ビ
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も
選
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と
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点

化
が
大
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あ
る
。
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の
よ
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と
実
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め
ら
れ
て
い
る
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職
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き
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１
期
４
年
間
、
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に
し
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栄
東
副
町
長
が
４
月
20
日
付
で
任
期

満
了
。
後
進
に
道
を
譲
る
意
思
が
固

い
。
議
会
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

後
任
は
２
名
の
副
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を
配
置
す
る

こ
と
に
し
た
。
上
川
管
内
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で
は
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町
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と
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２
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の
配
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だ
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を
見
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確
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一
般
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あ
る
こ
と
に
比
べ
て

一
人
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膨
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む
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し
か
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行
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な
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縮
減
、
歳
入
確
保
等
の
改
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さ
れ
れ
ば
、
配
置
の
効
果
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大
き
な

も
の
に
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組
織
改
編
は
、
時
代
の
変
遷
に
順

応
で
き
る
広
い
視
野
、
森
を
育
て
る

視
点
か
ら
行
う
必
要
が
あ
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と
感
じ

て
い
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。
今
後
、
森
は
ど
う
育
つ
だ

ろ
う
か
。
森
づ
く
り
に
対
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民

の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
を
お
願
い
し

た
い
。 
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広報の配布に 
ご協力いただきありがとうございます。 
　広報の配布には各行政区役員などの皆様の特段のご協

力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

　お手数をおかけしますが、今後も引き続き速やかな配

付をお願いします。 

　なお、配付に当たっては次の事項に留意ください。 

（1）新しく転入された世帯や町内会に加入されていない

世帯にも、併せて配付をお願いします。 

（2）毎月の広報の必要部数に増減があった場合はお手数

ですが企画総務課地域自治推進室までご連絡ください。 
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。 
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。 

人口／7,641人（前月比△60人）、男／3,659人（前月比△21人）、女／3,982人（前月比△39人） 
世帯数／3,045戸（同△28戸）、　出生／２人、死亡／11人、転入／52人、転出／103人【３月31日現在】 
※住民登録の手続き上、人口増減と出生、志望、転入、転出の増減は一致しないことがあります。 

つ
造
問
題
で
「
許
せ
な
い
と
非
難
す
る

だ
け
で
な
く
、
違
う
視
点
に
気
づ
け
る

か
ど
う
か
。（
中
略
）
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の

情
報
が
ひ
と
つ
の
視
点
に
過
ぎ
な
い
。

…（
後
略
）」
の
視
点
に
は
観
点
と
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
も
…
。 

　
さ
ら
に
「
生
活
者
の
観
点
か
ら
の
地

域
活
性
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
「
視
点
か
ら
の
…
」
と
討

論
が
進
む
と
、
観
点
か
ら
の
、
と
あ
え

て
言
わ
な
く
て
も
、
生
活
者
か
ら
の
、

で
十
分
に
通
じ
る
よ
う
で
も
あ
る
。
観

点
と
は
、
考
え
る
立
場
・
見
地
・
見
方

を
い
う
点
で
は
視
点
と
同
じ
で
あ
り

「
い
く
つ
か
の
視
点
や
観
点
」
と
は
い

え
…
。 

　
た
だ
、
こ
こ
で
「
視
点
が
定
ま
ら
な

い
」
と
、
「
観
点
が
ま
と
ま
ら
な
い
」

こ
と
に
も
な
る
と
い
わ
れ
る
の
で
要
注

意
で
あ
る
。
小
学
校
六
年
生
の
受
け
持

ち
の
先
生
が
「
あ
ま
り
あ
れ
こ
れ
見
す

ぎ
る
と
目
移
り
す
る
の
で
、
こ
れ
だ
と

ひ
と
つ
を
選
ぶ
の
も
大
切
だ
」
と
教
え

ら
れ
た
こ
と
、
そ
れ
は
初
め
て
買
っ
て

も
ら
っ
た
ズ
ッ
ク
靴
の
こ
と
で
あ
り
、

視
と
観
の
原
点
が
あ
る
よ
う
な
子
ど
も

心
を
思
い
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　
重
点
…
大
切
な
点
。
注
意
を
す
る
一

番
大
事
な
と
こ
ろ
。
力
を
入
れ
る
重
要

な
点
が
重
点
で
あ
り
、
重
点
的
と
な
れ

ば
、
方
々
に
力
を
分
散
し
な
い
で
、
重

要
な
一
点
に
集
中
す
る
様
子
を
い
い
、

力
点
や
視
点
が
対
義
語
と
い
わ
れ
て
い

る
。 

　
先
月
の
第
十
六
回
統
一
地
方
選
挙
は
、

ま
さ
に
「
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
元
年
」
と

な
り
、
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
（
公

約
集
）
の
い
わ
ゆ
る
重
点
な
る
も
の
が

大
い
に
問
わ
れ
た
が
、
ど
う
に
も
空
振

り
気
味
に
終
わ
っ
た
と
い
う
報
道
も
あ

る
。 

　「
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
　嘘
発
見
器
　
欲

し
く
な
る
」（
晃
）
、「
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

　素
直
に
読
め
た
　四
月
馬
鹿
」（
照
久
）、

「
政
治
家
は
　
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
　
四

月
馬
鹿
」（
明
）
な
ど
の
時
事
川
柳
か
ら

は
痛
烈
な
批
判
と
も
…
。 

　
そ
う
い
え
ば
、
い
つ
だ
っ
た
か
「
公

約
は
口
約
の
膏
薬
み
た
い
で
す
ぐ
に
剥

が
れ
る
」
と
か
「
二
股
膏
薬
あ
ち
ら
に

付
い
た
り
こ
ち
ら
に
つ
い
た
り
」
と
か
、

皮
肉
た
っ
ぷ
り
な
あ
て
こ
す
り
の
記
事

も
あ
っ
た
よ
う
で
…
。 

　
作
用
点
…
梃
子
。
梃
の
原
理
は
、
力

点
・
視
点
・
作
用
点
に
お
け
る
「
小
さ

い
力
を
大
き
い
力
に
変
え
る
し
か
け
」

で
あ
り
、図
説
の
と
お
り
で
あ
る
し
「
梃

子
で
も
動
か
な
い
頑
固
者
」
が
増
え
続

け
る
高
齢
化
が
身
に
つ
ま
さ
れ
る
昨
今

で
は
あ
る
。 

　
そ
れ
は
決
し
て
人
事
、
他
人
事
で
は

な
い
。
明
日
は
わ
が
身
ど
こ
ろ
か
、
今

日
は
わ
が
身
の
毎
日
な
の
で
あ
る
。 

　
と
に
か
く
、
点
の
つ
く
熟
語
は
数
限

り
な
い
の
で
「
（
そ
の
一
）
点
」
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
町
の
風
の
吹
き
回
し

や
如
何
…
で
あ
ろ
う
か
。 

 

　
省
古
求
新
（
温
故
知
新
に
な
ぞ
ら
え

て
、
古
い
こ
と
を
省
み
て
新
し
い
こ
と

を
求
め
る
）
で
は
な
い
が
、
一
九
九
七

（
平
成
九
）年
の「
わ
が
ま
ち
再
発
見
」
、

一
九
九
九（
平
成
十
一
）
年
か
ら
の
「
ふ

る
さ
と
探
訪
」
を
、
今
年
か
ら
「
町
の

風
」
と
変
え
、
御
批
正
を
請
う
次
第
で

あ
る
。 

　
視
点
…
も
の
を
見
る
立
場
や
視
線
が

達
す
る
点
を
視
点
と
い
い
、
観
点
や
立

脚
点
と
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

　
こ
こ
で
、
点
・
線
・
面
シ
リ
ー
ズ
で
、

第
一
に
視
点
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
よ

く
「
子
ど
も
の
目
と
同
じ
高
さ
の
子
育

て
」
で
い
わ
れ
る
視
点
や
、
テ
レ
ビ
ね

前
中
央
分
館
長 

尾

池

隆

男

 

点
・
線
・
面
　（
そ
の
一
）点 

町の風 


